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１．はじめに  1990 年以降、都市部では多自然型河川工法

など環境に配慮した河川整備が行われているが、そのほとん

どは地域特性や住民の意向を十分反映させているとは言い難

い。本報では、世田谷区内の二つの小河川を対象に実施した

周辺住民に対する意識調査から河川の利用状況、印象、関心

内容などを明らかにし、年齢、来訪頻度などの利用者の属性

と整備要望の関係を河川別および河川区間別に分析した結果

から、地域や住民の意向に応じた河川整備の方向性について

検討した結果を述べる。 

２．対象河川の概要１）、２）  対象河川は、一級河川多摩川水系

の谷沢川と丸子川である(図1)。谷沢川は世田谷区桜ヶ丘に源

を発し、上用賀、中町、等々力など世田谷区南部を流下し、

玉堤二丁目で多摩川左岸に合流する。東名高速用賀付近まで

の上流部はほとんどが暗渠化され、下流部は開渠になってい

る。流域には、上流部に馬事公苑、砧公園などが存在し､下流

部には国分寺崖線に切れ込んで浸食して形成された等々力渓

谷があり、渓谷では自然林が豊富で、随所に湧水箇所が見ら

れる。丸子川は元々江戸時代に開削された総延長23.5kmの六

郷用水であるが、その後廃止されて道路となり、仙川との分

断地点から丸子橋上流までを丸子川と称するようになった。

さらに、平成元年度に丸子川は谷沢川との合流点を境に分断

され、上流部は谷沢川に付け替えられた。谷沢川との合流点

から上流部は大蔵三丁目付近の湧水を水源とし、岡本三丁目

で谷戸川と合流し、さらに南東に流下して玉堤二丁目で谷沢

川と合流している。谷沢川との合流地点から下流部は、ポン

プアップした谷沢川の水を新たな水源として流下し、大田区

田園調布一丁目で多摩川左岸に合流する。 

３．調査概要  図 1 に示した谷沢川、谷戸川および丸子川

の各区間の歩行者に対して、平成17年11月3日～5日にアン

ケート調査を行った。調査内容は、自宅から河川までの所要

時間、川の認知度、利用の目的と頻度、印象、改善項目等で

ある。回答者数は谷沢川 258(男性 45％、女性 55％)、谷戸川

128（男性38％、女性62％）、丸子川184(男性47％、女性53％)

と全体に女性がやや多く、とくに谷戸川では他の河川に較べ

て女性の割合が高かった。区間別では丸子川の A 区間で約

90％が女性、谷戸川のA区間で約90％が男性であったことを

除けば、各河川における区間別年齢層（若年齢層：30代以下、

中年齢層：40代、50代、高年齢層：60代以上）には若干の偏

りはあるが、いずれの区間においても概ね幅広い年齢層から

回答が得られ、区間別サンプル数にも極端な偏りはなかった。

自宅から川までの所要時間は、全体では徒歩5分以内が約40％、

10分以内が 57％、30分以内が 78％とほぼ徒歩圏内であり、

河川別では顕著な違いは見られなかった。「川の名前を知って

いたか」との質問に対して「はい」と回答したのは丸子川83％、

谷沢川67％、谷戸川34％となり、とくに谷沢川上流の暗渠区

間A,Bについては回答者の60％が昔川であったことを知らな

かった。 

４．利用状況  各河川とも、「ほぼ毎日」の利用頻度で中年

層の「通勤･通学･買い物」および高年層の「散歩」が最も多

く、各々最寄り駅に近い区間と公園に近い区間において高い

割合を示した。 

５．住民の意識 

5.1 印象  水の清らかさ、親水性、自然･景色などの割合

について、プラスとマイナスの印象を河川ごとに分類すると、

図1 対象河川の調査区間 
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丸子川と谷沢川は回答者の約 66%がプラスの印象であるが、

谷戸川は回答者の約64%がマイナスの印象であった。主要な2

因子を自然･景色と親水性として作成した図2によると、丸子

川の A～G 区間では「親しみ易い」、「景色が良い」、「水がき

れい」などの川として印象が良好であるが、谷沢川との合流

後の H･I 区間では「水が少ない」ために印象が劣っている。

谷戸川のA ～C区間は「水が少ない」、｢水が汚い｣、「水辺に

近づきにくい」などの川として印象が悪く、砧公園内のＤ区

間は「親しみ易い」、「景色が良い」などの印象であるがプラ

スとマイナスの印象には差はなく、E･Ｆ区間では「水が少な

い」、｢水が汚い｣などの印象である。谷沢川は等々力渓谷周辺

G、H、I 区間では「景色が良い」、「親しみ易い」、「自然が豊

か」などの川として印象が良い。しかし、一部遊歩道に人工

的な水路が存在するA区間は「人工的」であるが「親しみ易

い」などの印象があり、B区間は「水が少ない」、「水が汚い」

などの川として印象が良くない。 

5.2 住民が望む整備内容  各河川でどのような役割を期

待するかとの問い(複数回答)では、「自然環境を育む」(丸子川

34%、谷戸川 20%、谷沢川 46%)、「日常生活の環境向上」(丸

子川31%、谷戸川21%、谷沢川48%)、「水害を防ぐ」(丸子川

38%、谷戸川23%、谷沢川39%)の回答があった。さらに、図

3に示した区間別・年齢層別の要望内容(複数回答)はいずれの

河川も、第 1 位が「動植物がもっと生息できるような水辺の

整備」であり、河川ごとの割合と区間は、丸子川が 26%でほ

ぼ全区間、谷戸川が 20%でD,E区間、谷沢川が 26%でほぼ全

区間である。第2、3位は「桜並木、フラワーポットなど河岸

の美化･整備に努める」と「川沿いに快適な歩道を整備する」

であった。各河川とも整備改善してほしいとの要望が年齢層

に関係なく高い傾向にある。 

5.3住民参加の意思  各河川とも第1位は「水を汚さない、

ごみを捨てないなどの生活スタイルを守る」、第2位が「年に

何度か清掃活動に参加する」、第3位が「河岸に花などを植栽、

管理する」である。この傾向は各河川において年齢層に関係

なく共通しており、環境をより良くするための活動の意思が

強いことが伺える。 

６．おわりに  今後は、沿川、河川および流域空間の現状

との関係について検討するとともに、魅力ある川づくりのた

めの基本計画の策定、地域住民と連携した活動のあり方など

について検討する予定である。 
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図2 各河川の区間別印象
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1.護岸など水害対策施設を整備する
2.水質浄化施設を整備する
3.動植物がもっと生息できるような水辺を整備する
4.護岸等の施設を景観に配慮して整備する
5.桜並木、フラワーポットなど河岸の美化・整備に努める
6.水辺に降りられる場所をつくる
7.水辺に広場を整備する
8.川沿いに快適な歩道を整備する
9.フェンス・照明など安全対策を充実させる
10.川を地下式にして上部空間を有効利用する
11.その他
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7.水辺に広場を整備する
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9.フェンス・照明など安全対策を充実させる
10.川を地下式にして上部空間を有効利用する
11.その他

図3 区間別･年齢層別の整備要望 


